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二
十

日
夜

、

南

伊

豆

の
入

間

村

沖

合

で
、

フ

ラ

ン

ス
郵

船

二
i

ル
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o

Z
旨
号

が

暴

風

雨

の
た

め

に

座
礁

、

沈

没

し

た
。

こ

の

ニ
ー

ル
号

遭

難

事

件

を

報

じ

た
新

聞

は
、

日
本

の

そ

れ

の

み

で
な

く

、

フ

ラ

ン

ス

の
新

聞

も

あ

っ
た

が
、

ほ

と

ん

ど

同

時

的
報

道

で

あ

っ
た
。

た

と
え

ば

フ

ラ

ン

ス
の

『
ル

・
タ

ン
』

ド
Φ

↓
Φ
§
陽

紙

で

は
、

《

0
9

ゆ
o
げ
o
ω

け傘
ひ
oq
マ

巷

露
ρ
自
Φ
ω》

(至

急

電

報

)

欄

で
、

こ
れ

を

伝

え

て

い
る

。

尾
O
犀
O
げ
讐
B
僧
゜
N
q

ヨ
9
「
ω
゜

い
Φ

田

ε

Φ
げ
9

9

ω

§

o
ωω
譴

①
『繭Φ
ω

ヨ
⇔
三

目

Φ
9

HΦ

Z
目

p
昌
9
暮

α
①

国
o
昌
αq
i
国
自

αq

餅

団
o
犀
o
ず
ρ
日

斜

ω.o
の
什
曾

ぎ

ま

g

ぐ
器

α
⊆

0
9
マ

H
o
ω
戸

ピ
o
ω
冨

ωω
譴

霞
ω

9

一.9

鼠

冨

oq
①

ω
○
導

ω9
賃
な

ω・

H
9

8

ぎ

口
巳

酵

o

坤
毬

$

凶ω
⑦

↓
o
霞

9
言
Φ

ω①
鑓

o
昌
く○
閤

ひ

ω
d
『
一〇ω

臨
l

O
二
図

b
O
⊆
鴨
℃
O
答
Φ
憎
・

(横

浜

三

月

二

十

五

日

香

港

か
ら

横

浜

に
航

行

中

の
郵

船

・
二
ー

ル
号

は
伊

豆
半

島

を
眼

前

に

し

て

座

礁

し
た

。

乗

客

及

び

乗

組

員

は

救

助

さ

れ

た

。

フ
ラ

ン

ス

の
砲

艦

ト

ゥ
ー

レ

ヌ
号

は
他

日
現

地

に
派

遣

さ

れ

る

こ
と

だ

ろ

う
。

)

フ

ラ

ン

ス

の
新

聞

の
第

一
報

は

す

こ

ぶ

る

簡
単

な

も

の

で

あ

っ
た

が
、

こ

れ

が
三
月
二
十

九
日
付

の
新
聞
報
道

で
あ

る
と

こ
ろ
に
注
意
し

て
欲
し

い
。

日
本

の
新

聞
で
も
遭
難
後

一
週
間

を
経

て
初

め
て

二
ー

ル
号
遭
難
事
件
を
と

り
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
東
京

日
々
新
聞
』

は
三
月

二
十
八

日
付

の
同
紙

第

一
面

の

「
江
湖
叢
談
」

に

ニ
ー
ル
号
遭
難
を
伝
え

て
い
る
。

「
伊
豆

の
國
よ
り
來
状

に
云
く
本
月

二
十

日
の
夜
同
國
妻
良

に
て

(
フ
ラ
ン

ス
)
船

一
艘

沈
没
せ
り
其
乗
組

の
フ
ラ

ン
ス
人

一
兩
名
上
陸

し
て
頻
り

に
何

か

申
立
れ
ど
も
言
語
さ
ら
に
通
ぜ
ず
只
難
船

人
の
趣

な
れ
バ
早
速
足
柄
縣

へ
届
出

た
れ
ど
も
是
れ
又
通
事
な
き
を
以

て
情
實
細
か
に
分
か
ら
ざ

れ
ど
も
乘
込

の
者

多
分

ハ
溺
死

せ
し
な
ら

ん
可
憐

の
至
り
な
り
且

ツ
其
船

ハ
蒸
氣

な
り
し
や
帆
船

な
り
し
や
も
慥

に

ハ
知

る
べ
か
ら
ず
と

か
や
總

て
海
邊

を
管

轄
せ
る
諸
縣

に

ハ

譯
官

一
員
ぐ
ら

ゐ

ハ
御
備
あ
り
と
も
可
な
ら
ん

か
爰
に
該
縣
廳
よ
り

の
届
書

を

録
す
。

佛
國
船
沈

没
乘
組
之
内
漂
着
之
儀

に
付
上
申
書

本
月
廿

一
日
當
管
内

豆
州
賀
茂

郡
入
間
村

へ
外
國
入
壹
人
上
陸
事
情
相
尋
候

處
佛
國
人

二
而
船
名

二
i

ル
人
員
百
四
十
六
人
乘
組
内

六
十

人
便
船

二
而
本
月

十

三
日
香
港
出
帆
横
濱

へ
通
航
之
折
柄

二
十

日
闇
夜
難
風
波

に
逢

ひ
元
船
破
損

右

入
間
村
字
白
根
海
底

へ
沈
没

二
付
キ
四
人
激
出
候
處

三
人

ハ
溺
死
致

シ
漸
ク
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壹
人
上
陸
候
由
且

ツ
隣
村
妻
良
村

ヘ
モ
右
乘
組

ノ
内

三
人
上
陸
候
段

今
二
十

四

日
兩
村

ヨ
リ
別
紙

ノ
通
り
訴
出
候
問
右
之

趣
内
務
省
外
務
省

へ
上
申

神
奈
川
縣

ヘ
モ
廻
達

二
及
ビ
置
申
候

尤
モ
不
取

敢
當
縣
官
員
出
張
保
護
申
付
候
儀

二
御
座

候
此
段
上
申
候
也
。

、

明
治
七
年
三
月
廿
四
日

足
柄
縣
權
令
柏
木
忠
俊

昨
日
の
報
知
新
聞

に
據

る
に

(
二
i

ル
)
號

ハ

(
フ
ラ
ン

ス
)

の
郵
船
な
り

同
國

の
軍

艦

(
ボ
ー

レ
ン
)
号

に
突
ぎ
當

り
て
破
船

せ
り
と
い
ふ
」

『
東
京

日
々
新
聞
』

は
三
月

三
十

日
に
も

二
i

ル
号
遭
難
事
件
を
報
ず

る
横

浜

で
刊
行

さ
れ
て
い
る

『
エ
コ
i

・デ

ュ
・ジ

ャ
ポ

ン
』

国
畠

o
山
q
冒
も
o
ロ

紙

の
記
事
を
再
録

し
て
伝
え

て
い
る

が
、

『
横
濱

毎
日
新
聞
』

(
三
月

三
十

日
)
、

『
新
聞
雜
誌
』

(
三
月

三
十

日
、
四
月
八

日
)

『
郵
便
報
知
新
聞
』

(四
月

二

日
)
な
ど

に
も

ニ
ー

ル
号
遭
難
に
関
す
る
記
事

が
み
ら
れ
る
。

前
掲
引
用
記
事
中

「
兩
村

ヨ
リ
別
紙
ノ
通
リ
訴
出
候
」
と
あ
る
妻
良

、
入
間

両
村
か
ら

の
遭
難
に
関
す
る
届
書

は

『横
濱
毎

日
新

聞
』

に
記
載
さ
れ
て

い
る

と

い
う
ふ
う
に
、
当
時

の
新

聞
記
事

か
ら
だ
け

で
も
、

ニ
ー

ル
号
破
船

の
模
様

は
再
現

で
き

そ
う
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
も

ま
し
て
、
南
伊

豆
町
入
間

の
外
岡
慎

吾
氏
宅
に

『
加
美
家
沿
革
誌
』

と
題
す
る
貴
重

な
記
録
が
あ

る
。

そ
こ
に
は

二

ー

ル
号
遭
難
記
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

昭
和

五
十

二
年
六
月
、
私

は
外
岡
家

で

・

そ

の
記
録

を
閲
覧
か

つ
撮
影
す
る
機
会

に
め
ぐ

ま
れ
た
。
外
岡
文
平
氏

は
當
時

入
間
村
戸
長

で
あ
り
、
誠

一
郎
、
慎
吾
氏

と
い
ふ
ふ
う

に
続

い
て
現
在
に
至

っ

て
い
る
。

ニ
ー

ル
号
遭
難
記

は
後

に
引
用
す

る
が
、
誠

一
郎
氏

の
代
、
明
治
四

十

三
～

五
年
頃

に
執
筆

し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

『
加
美
家
沿
革
誌
』
第
六
章

「
佛
國
郵
船

ニ
ー

ル
號
遭
難
と
當

家

と

の

關

係
」

に
は
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
記
さ
れ

て
あ
る
。

「
佛
國

マ
ル
セ
ー

ユ
郵
船

會
瓧
所
有
漁
船
爾
伊

兒
號

(
長
ナ
四
十

九
間
牟
巾

四
間
傘
三
本

マ
ス
ト
)
中

國
香
港

を
發

し
、
横
濱

に
向

つ
て
航
行

の
途
中
、
明

し

せ
き

治
七
年

三
月
二
十

日
夜
牛
、
咫

尺
を
辨
ぜ
ざ

る
暗

黒
の
闇
に
災

ひ
せ
ら
れ
て
其

の
進
路

を
誤

り
、
當
村
沖
合

三

ッ
石

に
坐
礁

し
、
折
柄
強
風
怒
濤

の
爲

め
に
船

体

忽
ち
覆
没
し
て
、
乘
員

九
十
名

の
中
辛
う

じ
て
危
難
を
脱

し
得
た

る
生
存
者

僅

か
に
四
名

に
過
ぎ
ず
、
爾
餘

の
乘
員
皆
悉
く
溺
死

し
、
數

日
に
し

て
浮
屍

の

ひ
よ
う
と
う

い
た

漂
蕩

し
て
岸

に
抵

れ
る
者
、
当
村
地
先
及
び
遠
近
各
村

の
地
先
を
通
じ

て
三
十

一
名
を
算

す
る
の
み
、

而
し
て
他

の
五
十

五
名

は
遂

に
死
体

の
漂
着
を
見
ざ
り

し
と
云
う
。

是
く

の
如
き
大
量

の
遭
難
事
件
は
、

当
村
開
闢
巳
來
未

だ
甞

つ
て
見
ざ
る
所

亦
聞
か
ざ
る
所
、
殊
に
明
治
年
代

の
初
期

に
於

け
る
諸
外

人
の
遭

難
に
し
て
、

さ
う

且

つ
亦
言
語
相

通
ぜ
ざ
る
が
故
に
、
其

の
取
扱

ひ
に
物
情
騒
然
た

る

も

の

あ

お
の
づ

り
、
邊
陬
桃
源
洞
裏

の
夢
自

か
ら
覺

め
、
敢
然
起

つ
て
印
時
善
後
處

理
に
邁
進

す

る
吏

と
せ
り
、

時

の
戸
長
当
家
主
人
文
平
直

ち
に
入
夫
同
伴
地
先
海
岸

を
巡
視
す
れ
ば
、

オ

テ
海
浜

に
二
名

の
漂
着
死
体
有
り
、
更
に
同
沖
合
白
根
付
近

に
檣

の
先
端
を
發

見
す

る
に
及
ん

で
、
遭
難

の
蔓

實
を
確
認
し
、
鄙

刻
屍
躰
を
収

容
し
て
樽

詰
と

な
し
、
且

つ
亦
脚
夫
を
足
柄
縣
廳

に
派
し

て
事
件

の
概
況
を
報
告

せ

し

め

た

り
、
縣
令

(知
事
)
柏

木
忠
俊

閣
下
大

に
驚
き
、
急

遽
縣
屬
十

名
を
帯
同

し
て

当
地

に
出
張
せ
ら
れ
、
当
家

に
滞
留
數

日
具

さ
に
實
情

を
調
査
し

て
應

急

の
處

置
を
講
じ
、
後
事

の

一
切

を
縣
屬
前

田
甲
龍
折
原
直
敬

の
兩
氏
に
委

し
て
販
縣

せ
ら
れ
た
り
、
而
し

て
是

の
事

件
の
詳
細

は
後

段
転
載

す
る
所

の
先
代
誠

一
郎

氏

の
遺
稿

「
ニ
ー

ル
號
遭

難

の
記
」

に
委
細
詳
述

せ
ら
る
る
が
故

に
、
但
其

の

梗
概

を
述
ぶ
る
に
止

め
ん
と
す
。
尚
收
容

の
屍
躰

三
十

一
名

の
各

々

諸

精

靈

は
、
海
藏
寺
墓
地
内

に
磨
石
を
疊
ん

で
、
丈
餘

の
莊
嚴
堂

々
た

る
慰
靈
塔
建
設

く

え
ん

せ
ら
れ
、
萬
里
異
邦

の
地
下
に
久

遠

の
永

眠
を
続

け

つ
x
あ
り
、
遭
難

の
各
諸
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め
い

繻
川靈
亦
以

て
冥
す

べ
し
、
」

さ
ら

に
右
引
用
中

に
記
載

の

コ
一
i

ル
號

遭
難

の
記
」
が

「
吊
魂
碑
文
」

の

あ

と
に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
,
も

っ
と
も
古

い
ま
と

っ
た
記
録

で
あ
る
。

「
故
外
岡
誠

一
郎
氏

ニ
ー

ル
號
遭
難
記

(遣
稿
全
文
寫
)

明
治
七
年

三
月

二
十

一
日
午
前
七
時
頃
当
入
間
濱
先

ヘ
シ
ャ
ツ

一
枚

の
西
洋

人
來

れ
る
旨
拙
宅

へ
届
出

た
る
者
あ
り
、
其

の
当
時
拙
者

の
父
文
平
な

る
者
戸

長
の
職

に
在

り
、
其

の
届
出

に
接

し
自

か
ら
西
洋
人

に
接
し
其

の
事
情
を
問
は

ん
と
す
れ
ど
も
語
通
せ
ず
、
取
敢

へ
ず
家

に
招
き
充
分
保
護
を
與

へ
更

に
様
子

を
問
ふ
に
手
真
似

に
て
難
船

し
た

る
旨
を
報
じ
た
り
、
故

に
自

か
ら
人
足
を
率

ひ
海

岸
を
巡
視

す
る
に
当
り
、
地
先

三

ッ
石

の
内
白
根
と
云

ふ
所

に
檣
有
る
を

さ
ら

認

め
た
り
、
之
れ
に
依

り
て
難
船
し
た
る
蔓
判

明
せ
り
、
更

に
濱
先

オ
テ
濱

に

至
れ
ぱ
死
躰

二
個
漂
着

せ
る
あ
り
、

一
人
は
清

国
人

一
人

は
佛
国
人
な
り
、
是

れ
を
前
濱

に
運
び
來
た
り
樽

詰
に
な
し
置
き
、
直

ち
に
足
柄
縣
廳

に
脚
夫
を
派

し
其

の
旨
を
届
出
づ
、
縣
廳

に
て
は
帝
國

の

一
大
事
變
な

り
と
し
、
縣
令
柏
木

忠
俊
殿
縣
屬
十
名
を
率

い
拙
宅

へ
出
張
す
、

尚
当
村

の
隣
村
妻
良
村

の
内
吉

田
と
云
ふ
所

よ
り
ボ
ー
ト
に
て
三
名
漕
ぎ
付

け
全
地
人
民

の
保
護
を
得
助
命
し
た
り
、
右

の
四
名

の
内

一
人
は
商
人

に
て
姓

名

を
ジ

ョ
ン
と
呼
び
、
他

の

一
名

は
コ
ッ
ク

ニ
名

は
水
夫
な
り
、
縣
令
は
直

ち

に
彼

の
三
名

の
者
も
拙
宅

に
招
き
充
分
な
る
保
護
を
與

へ
た
り
、
拙
宅
に
於

て

も
ジ

ョ
ン
氏

に
ツ
ム
ギ
の
衣
類

一
重
を
與

へ
、
他

の
三
名

に
は
木
綿

の
衣
類

二

枚
宛

を
與

へ
た
り
、

ジ

ョ
ン
氏

は
吾
横
濱
市

に
於

て
十
數

年
寄
留
し
商

業
を
鬱

か
へ

み
、
明
治
六
年

九
月

一
度
佛
蘭
西

に
皈
り
、
当
時
妻
子
を
携
帯
し
同
舩

に
乗
組

み
横
濱

に

販
ら
ん
と
す

る
に
当
り
、
此
く

の
如
き

難
事

に
遭

ひ
た
り
と
云

ふ
、

妻

及
び
二
子
は
溺
死
し
た
り
と
て
大

に
歎
き

居
れ
り
、

此

の
ジ

ョ
ン
氏
が
少

し
く
日
本
語

を
觧

し
た
る
に
付
き
、
舩
名
及
び
積
荷
又

乘
組
員
乘
客
等
も
概
略
判
明
し
た
り
、
同
氏
の
言
に
よ
れ
ば
乘
組
員
は
水
夫
及

さ
き

て
ん
ま
つ

び
乘
客
共
都
合
六
十
四
名
な
り
と
い
う
、
曩
に
縣
令
此
の
顛
末
を
外
務
省
に
報

じ
た
れ
ば
外
務
省
よ
り
も
官
員
四
名
出
張
す
、
尚
佛
国
領
事
舘
よ
り
も
領
事
出

張
、
其
の
当
時
長
官
ら
し
き
者
二
名
兵
士
四
名
軍
艦
に
乘
組
み
当
濱
に
着
し
縣

す
べ

知
事
に
總
て

の
事

を
托
し
飯
濱

し
た
り
、
縣
知
事

に
於

て
は
萬
事

取

調

べ

の

上
、
縣
屬
前
田
甲
龍

・
折
原
直
敬

の
両
氏
に
托
し
皈
懸

す
、

両
氏
は
難
舩

の
顛

末
を
取
調

べ
の
上
舩
カ

ス
積
荷
漂
着

の
分
は
神
奈

川
縣

へ
廻
送

す
、
屍
躰
は
当

共
同
墓
地
や
海
藏
寺
内
境

へ
埋
葬
す
、
尚
屍
躰
は
近
縣
神
奈
川
縣
馬
入
及
び
本

縣
戸

田
村
等

よ
り
も
送
り
來
れ
り
、
屍
躰

三
十

一
の
内
清
国
人
十

一
、
西
洋

人

二
十
墓
地

に
埋
葬
す
、
屍
躰

に
て
人
名

の
判
明
し
た
る
も
の
は
二
十

一
日
朝
漂

着

し
た
る
者

一
人
な
り
、

是

れ
は
我
海
軍
省
雇

に
て
横
須
賀
舩
渠

の
技
師
な
り
し
と
云
う
、
他
は
殆
ん

ど
腐
敗

し
て
其

の
何
人
な

る
か
判
明

せ
ず
、
僅

に
携
帯
品
時
計

・
指
輪

・
衣

服

等

に
て
ゼ

ン
ト
ル

マ
ン
な

る
べ
し
、
キ

ャ
プ

テ
ン
な
る

ぺ
し
と
想

像
す
る
に
過

ぎ
ず
、
携
帯
品

は
前

田
氏
取
調

べ
の
上
之
れ
亦

神
奈
川
縣
廳

へ
廻
送
す
、
前
記

折
原
縣
屬

は
途
中

に
て
皈
廳

し
、
前

田
縣
屬

と
父
文
平

と
二
人

に
て
後
始
末
を

な
せ
り
、

右
に
付
佛

国
公
使

舘
よ
り
は
賞
状

を
縣
廳
及
び
前

田
甲
龍
戸
長
外
岡
文
平

へ

發
し
た
り
、
其

の
後
藤

の
花
ら
し
き
帽

子
を
戴
き

た
る
人
物
本
村

を

巡

廻

せ

り
、
尚
屍
躰

の
吏

に
つ
き

て
は
海
藏
寺
住
職

北
村

讓
山
師
亦

大
に
盡

力
せ
ら
れ

た
り
、
前

田
氏

は
五
月
五

日
後
事
を
第
五
大
區
九
小
區
長
山
本

謙
吾
氏

及
び
戸

長
外

岡
文
平

に
托

し
て
皈
廳

せ
ら
れ
た
り
、

(
終
り
)

」

こ
の
文

章
の
あ
と
に

「
佛
国
大
使

一
行
來
村
」
と
し

て
大
正
十
五
年
九
月
十

五
日
、
駐

日
フ
ラ

ン
ス
大
使

ク

ロ
ー
デ

ル
の

ニ
ー

ル
号
遭
難
者
展
墓

の
た

め
の

来
村
と
そ
の
謝
辞

を
伝
え
記

し
て
い
る
。
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淺
子
勝

二
郎
氏

は

「
明
治
文
化
史

の

一
頁
-

二
つ
の
海

難
事
故

を
中
心

と

す

る
小
考

ー

」

(
『
史
学
」
)
と
題
す

る
論
考

で

二
ー

ル
号
遭
難
事

件
に
言

及
す

る
と
と
も

に
、
氏

の
発
見
さ
れ
た

「
二
i

ル
号
遭
難
始

末
記
」

(
仮
称
)

を
資
料

と
し
て

「
注
」

で
紹
介
し

て
い
る
。
表
記
そ

の
他
に
お

い
て
前

に
引

用

し
た

「
加
美
家
沿
革
誌
」
中

の
遭
難
記
録
と
は
多
少
異
な
る
が
、
骨
子
で
は
大

同
小
異

で
あ

る
。

淺
子
氏

は
そ
の
論
考

で
、
遭
難
者

の
ひ
と
り

で
、
・横
須
賀
造
船
所
の
技
師

ア

ン
ト

ワ
ー

ヌ

・
リ
ッ
シ
ォ
ー

二

諺
馨
○
ぎ
o
=
0
9
0
巳

に
つ
い
て
の
紹
介
を
行

な

っ
て
い
る
。

一
八
六
五
年
十

二
月
三
日
、
横
須

賀
製
鐵
所

に
運
用
方
頭

目
と
し
て
来

日
し

た
リ

ッ
シ
ォ
ー

ユ
は
雇
用
期
間
中

に
二
度
帰
国
し
た
が
、
そ

の
再
度

の
休

暇
を

終
え

て
日
本
に
戻
る
途
次
、
遭

難
し
た
の
で
あ
る
。

さ

て
、
唯

一
の
日
本

人
遭

難
者
と
し
て
吉

田
忠
七

と
い
う
京
都

・
西
陣

の
器

械
工
が

い
た
。

『
新
聞
雜
誌
』

の
記
事
中

「
佛
蘭
西
船

二
ー

ル
號

ノ
日
本

人
船
客

ハ

(
マ
ル

セ
ル
)

ヨ
リ
出
發

ノ
士
口
田

一
入
ナ
リ
、
右
士
口
田

ハ
}四
亠尽
ノ
糸

屋

一コ
ア
年
齢

一二
十

歳
佛
國

二
在
留

ス
ル

「
十

三
ケ
月
本
便
歸
航

セ
ル
ナ
リ
」
と
、
吉

田
忠

七
の
遭

難
を
報
道
し
て
い
る
。

吉
田
忠
七
は
、
維
新
後
、
洋
式
工
業
に
よ

っ
て
産
業

発
達

を
計

ろ
う

と
す

る

明
治
政
府

の
意
向

に
の

っ
と
り
、
西
陣
機
業

の
発
展
も
ま
た
機
械
力

に
よ
る
と

考
え
た
京
都
府
知
事
長
谷
信
篤

の
西
陣
職

入
の
フ
ラ

ン
ス
派
遣

に
よ

っ
て
リ

ヨ

ン
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。

長
谷
知
事
は
最
初
西
陣
物

産
総
会

社

の
世
話

役
だ

っ
た
竹
内
作
兵
衛
を
派
遣

し

て
新
し

い
技
法
を
伝
習
さ
せ
る
こ
と
を
考
え

た
が
、
老
年

の
た

め
に
辞
退
を

申
し
出
た
竹
内

の
代
わ
り
に
そ
の
別
家

に
当

る
佐
倉
常
七

の
派
遣
を
決

め
て
辞

令
を
発
し
た
。

「上
京
三
區
蘆
山
寺
通
通
戌
亥
町

佐
倉
常
七
」

織
物
修
業
井
機
械
爲
買
入
佛
朗
西
江
差
遣
候
事

壬
申六
月
京
都
府
」

佐
倉
常
七
の
リ
ョ
ン
留
学
と
同
時
に
織
工
井
上
伊
兵
衛
も
同
じ
く
留
学
の
下

命
を
受
け
た
。
そ
の
後
吉
田
忠
七
が
と
く
に
同
行
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
た
。

佐
倉

・
井
上
の
二
人
は
実
地
の
修
得
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
吉
田
は
理
論
の
研
修

を
志
望
し
、
明
治
五
年
十

一
月
十
七
日
神
戸
か
ら
出
航
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
赴
い

た
。
三
人
の
西
陣
の
職
人
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
旅
立
ち
、
い
か
な
る
条
件
の

下
に
リ
ヨ
ン
に
滞
在
し
た
か
は
出
発
前
の
十
月
に
京
都
府
に
提
出
し
た

「御
請

書
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

一

今
般
織
物
修
業
器
械
御
買
入
旁
ニ
テ
佛
蘭
西
國
江
被
差
遣
候
段
御
申
渡

相
成
難
有
御
請
仕
候
事

一

各
國
御
條
約
書
中
二
有
之
候
條
々
ハ
一
々
相
心
得
可
申
事

一

御
雇
教
師
レ
オ
ン
ヂ
ュ
リ
イ
君
仕
出
書
翰
拾
五
通
別
紙
付
立
之
通
順
々

相
届
其
向
キ
江
頼
談
可
仕
候
事

一

佛
蘭
西
國
リ
ヨ
ン
ニ
於
テ
ト
ウ
ロ
サ
ン
第

一
番
絹
織
工
ジ
ユ
ー
ル
ス
リ

ス
レ
イ
方
江
到
着
同
人
江
隨
從
織
方
ヲ
姶
織
絲
之
精
撰
方
器
械
之
研
究
染

法
并
寸
尺
之
適
宜
等
二
至
迄
詳
委
修
業
可
仕
候
事

綾
織
器
械
二
具
平
織
器
械
二
具
臺
二
組
御
買
入
代
并
海
上
運
賃
ト
モ
一

式
御
引
當
洋
銀
札
千
弗
ジ
ユ
ー
ル
ス
リ
ズ
レ
イ
方
江
爲
替
御
送
方
相
成
候
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テ
器
械
買
入
右
代
價
拂
方
等
二
至
迄
總
テ
同
人
工
御
任
セ
相
成
候
私
共
儀

ハ
追
テ
歸
着
之
砌
現
品
持
歸
可
仕
事

一

私
共
三
人
八
カ
月
修
業
教
授
料
并
諸
入
費
ト
モ
凡
積
り
一
カ
月
百
弗
ヅ

・
二
〆
テ
貳
千
四
百
弗
御
引
當
之
分
ジ
ュ
ー
ル
ス
リ
ズ
レ
イ
方
江
爲
替
御

仕
送
リ
相
成
右
之
内
ヲ
以
会
料
其
外
諸
入
費
ジ
ュ
ー
ル
ス
リ
ズ
レ
イ
方
ヨ

リ
請
取
追
テ
差
引
可
致
候
段
承
知
仕
候
事

一

私
共
三
人
往
返
入
用
片
道
壹
人
五
百
弗
ヅ
・
三
千
弗
也
之
内
現
金
此
度

船
賃
其
外
二
〆
テ
三
人
江
獨
シ
御
下
渡
相
成
殘
金
前
同
様
爲
替
手
形
ニ
テ

正
二
拝
借
仕
候
事

前
顯
御
買
入
之
器
械
代
修
業
料
往
返
運
賃
其
外
遺
拂
御
勘
定
之
義
ハ
孰

モ
横
文
之
證
書
取
付
歸
朝
之
上
明
細
帳
ヲ
以
可
途
御
勘
定
候
事

一

往
返
乘
艦
心
得
方
之
義
二
就
テ
ハ
辛
未
十
一
月
廿
三
日
被
仰
出
候
外
國

船
乘
組
規
則
之
通
確
守
可
仕
候
事

一

何
事
二
不
寄
皇
國
之
御
爲
ト
可
相
成
筋
見
聞
之
節
ハ
精
々
心
ヲ
用
ヒ
穿

鑿
ヲ
逐
候
上
書
面
ヲ
以
外
國
官
又
ハ
神
奈
川
大
坂
兵
庫
長
崎
新
潟
箱
館
之

内
外
國
掛
御
役
所
ハ
飛
脚
便
之
節
可
申
越
若
亦
書
通
不
便
之
節
ハ
歸
京
之

上
可
申
出
事

一

銘
々
父
母
之
邦
ヲ
離
レ
外
國
江
罷
越
候
義
二
付
各
覺
悟
可
有
之
義
二
候

得
共

一
身
之
愼
方
ハ
不
及
申
聊
之
事
ナ
リ
ト
モ
御
國
之
御
外
聞
不
相
成
樣

心
懸
可
申
且
引
當
無
之
外
國
人
ヨ
リ
借
財
之
義
決
テ
不
相
成
滿

一
旅
費
其

外
差
支
無
餘
義
外
國
二
於
テ
借
財
イ
タ
シ
候
ハ
・
歸
國
之
節
迄
二
何
様
ニ

モ
イ
タ
シ
償
戻
決
テ
而
不
義
理
之
事
仕
閲
敷
若
又
引
負
等
イ
タ
シ
其
儘
逃

れ
歸
り
追
テ
顯
ル
・
二
於
テ
ハ
當
人
ハ
勿
論
主
家

一
類
迄
其
時
宜
二
寄
急

度
御
咎
之
上
償
戻
之
義
可
被
仰
渡
事

一

海
外
旅
行
中
御
國
入
二
出
會
候
ハ
・
假
令
不
相
知
モ
ノ
ニ
候
ト
モ
互
二

相
親

ミ
其

モ

ノ
不
心
得
之
事
有
之
候

ハ

・
異
見
差
加

へ
或
病
氣
等
艱
苦
之

體
見
捨
兼

候

ハ

・
可
成
丈

ケ
扶
助

イ
タ

シ
遣
可
申
事

一

外

國
人
江

對

シ
恨
ヲ
含

候
事
有
之

候
ト
モ
可
成

ハ
堪
忍

イ
タ

シ
不
得
止

節

ハ
其
土
地
之
役
所
江

訴
立
静

二
筋
合
糺

貰

ヒ
何

程
忿
怒

二
堪
ナ

ル
事

ナ

リ
ト

テ
決
テ
外
國
人
ヲ
殺
害

イ
タ

シ
又

ハ
痍
負
候
樣
之

擧
動
致
間
敷
事

一

御
渡

シ
御
印
章

ハ
大
切

二
取
扱

歸
國
之
上
可
奉
返
納
尤
當
御

役
所

二
不

限
前
書
何
之
港

ニ
テ
モ
歸
着
之
都
合
次
第
相
納

候
テ
不
苦
候
事

一

他
國
之
人
別

二
加
り
候
事
并
宗
門
相
改
候
義
堅
ク
御
制

禁
之
事

一

年
限
之
儀

ハ

一
ケ
年
御
許
容

可
被

下
候
事

一

一
年

限
相
立
無
滯
歸

國
之
上
旅
行

中
之

始
末
委
細
可
申
上
候
事

右
之
廉

々
相
守
職
業
勉
勵
可
仕
仍
テ
御

請
書

奉
差
上
候

以
上
」

三
人

の
職
人
は
ま

っ
た
く
言
語
を
解

せ
ぬ
フ
ラ

ン
ス
に
修
業

の
た
め
に
旅
立

ち
、
六
年

二
月
八

日
頃

に
、

マ
ル
セ
イ

ユ
に
上
陸
し
、
リ

ヨ
ン
に
着

い
た
。
予

備
知
識
も
な
く
洋
式
機
業

の
技
術
を
学
ぽ

な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
職
人
た

ち

の
苦
労

は
筆
舌
に
尽
せ
ぬ
も
の
だ

っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。

リ
ヨ
ン
の

「
ト

ウ

ロ
サ

ン
」

↓
o
巳
O
N
畧

は

い
ま
で
は
都
市
整
備
化

の
た
め
に
昔

日
の
面
影
も
な
く
、

今
春
、
私
が
訪
れ
た
と
き
は
道
路
工
事
中

だ

っ
た
。
吉

田
忠

七
た
ち
が
住
込

ん

だ
ジ

ュ
ー

ル
ス
レ
ズ
リ
イ
と

は
い
か
な
る
人
物
か
、
そ

の
居
住

跡
を
探

し
た
が

わ

か
ら
な
か

っ
た
。
百
年
餘

の
歳
月

の
流
れ
は
あ
ま
り
に
も
長

い
の
だ
。

西
陣

の
職
人
た
ち
は
京
都
府
仏
語
学

教
場

の
教
師

レ
オ

ン

・
デ

ュ
リ
ー

い
争

8

U
巳
鴇
の
紹
介
状
を
携
え
て
リ
ズ

レ
イ
宅
に
赴
い
た
の
だ
が
、
言
葉

が
わ
か

ら

ぬ
た

め
に
リ

ヨ
ン
ま

で
の
三
日
間
飲
食
も
で
き

な
か

っ
た
と
い
う
ふ
う
に
き

わ

め
て
苦
労
を
重
ね
た
。
リ

ョ
ン
で
、
彼

ら
三
人
は
当
時
留
学
中

の
小

田
均

一

郎
と
坂

田
乾

一
に

い
ろ

い
ろ
と
世
話
を
み
て
も

ら
う
こ
と
に
な

る
。
八

カ
月
間

の
研
修
後
、
佐
倉
常
七
と
井
上
伊
兵
衛

は
帰
国
し
、

六
年
十

二
月

二
十
八

日
、

一一22一



西
陣

に
新

し
い
技
術
と
ジ

ャ
ガ
ー
ド
織
機
を
持
ち
帰

っ
た
。

だ

が
、
吉

田
忠
七

は
三
カ
月
間

の
帰
国
延
期
を
願

い
出

て
ひ
と
り
リ

ヨ
ン
に

残

っ
た
。

そ
れ
は
さ
ら

に
研
修
を
重

ね
る
目
的

で

の
こ
と
だ

っ
た
と
考

え
ら
れ

る
。

そ
し
て
吉

田
忠
七

は

二
ー
ル
号
遭
難

に
よ
り
生
命
を
落

し
た

の
だ
。
入
間

の
運
命

の
岐
路

を
思
わ
せ
る
出
来
事

で
あ

る
。

二
ー

ル
号

の
遭

難
で
吉

田
忠

七
が
死
亡

し
た
こ
と
は
、
西
陣
機
業
界

に
大
き

な
衝
撃
を
あ
た
え
た

に
ち

が
い
な

い
が
、
リ

ヨ
ン
に
留
学
し
た
中

江
兆
民
も

こ

の
事

件
を
筆

に
し
て
い
る
。

「
…
…
我
京
都
府
知
事

の
命

に
由

り
西
陣

の
職
人

十
數

名
佛
國

に
渡
航

し
里

昴

に
滞
留
し
、
日

々
工
場

に
赴
き

て
傳

習
し
心
悟

り
手
熟

し
利
便

の
器
具
を
買

込

み
て
歸

朝
し
け
る

が
伊
豆

の
海
上
俄

に
颶
風
に
遭

ひ
船
覆

へ
り

て
職
人
と
職

具

と
倶

に
水
底

に
没

せ
り
、
其
後
果
し

て
再
び
別
に
職
人
を
差
遣

せ

し

や

否

や
、
再
び
職
具
を
買
來
り
し
や
否
や
絶
え

て
未
だ
消
息
を
聞
か
ず
」

兆
民

が
リ

ョ
ン
で
吉

田
た

ち
と
会

っ
て
い
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
証
拠

は
な

い
。

吉

田
忠
七

は

ニ
ー

ル
号

と
と
も

に
沈

み
、

そ
の
研
修

の
成
果
も
持

ち
帰

っ
た

機
械
も
永
久

に
波
に
呑
ま
れ
て
消
え

て
し
ま

っ
た
の
で
あ

る
。

遭
難
後
、
西
村
新

七
と
い
う
人
物

が
京
都
府
役
人
、
井
上

・
佐
倉
両
人

と
吉

田
の
遺
族

に
あ
て
た
書

面
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

明
治
七
年

三
月

三
十

一
日
横

濱

発
信

の
書
状

で
あ
る
。

「先

日
電
信
を
以
申
上

候
通
り
、
去

三
月

廿
日
の
夜
伊

豆
沖

に
て
仏
国
飛
脚

船
瀬
に
乘

上
げ
、
其
儘

し
づ
み
、

九
拾

七
人
の
乗

込
の
内

四
人

た
す

か
り
、
壹

入
は
明
廿

二
日
死
去

、
殘
り
三
人
助

か
り
、
廿
九
日
神
奈

川
縣

よ
り
佛
國

問
屋

兩
所
よ
り
、
伊
豆
え
出
張
罷
越
さ
れ
候
得
共
、
何

分
跡
方
も

な
く
、

九
十

四
人

の
者
水
死
之

内
、
横
濱

在
住

の
人
の
家
内
有

て
心
配
入
仕
候
得
共

一
切
海

中
原

野
に
て
、
帆

柱
も
見
え
不
申
候
處
、

三
人
た
す
か
り
候
内
壹
人
、
蕪

て
船
中

に

て
吉
田
君
と
別
段
懇
意
致
候
入
、

た
す
か
り
歸

り
歟
候
に
付
、
去
卅

日
佛
國
出

張
天
主
堂
に
於

て
、
各
國
諸
陣

艦
其
外
士
官
其
國

々
懇
意
之
人

に
、
私
始

め
小

田
樣
共
法
事
供
養
相

勤
候
處
、

何
分
御
持
參

品

々
之
内
、
定

て
御
用
物
等
是
有

候
哉
と
察
候
得
共
、
何
分
外

の
異
人
の
人
の
品
物
始
、
何
壹

つ
相
分

不
申
、

只

々
私
且
那
寺
え
頼
み
候

て
、
小
田
様
と
し

て
供
養

仕
候
外

致
方

も
無
御
座
候
間
、

此
段
奉
申
上
候
。
尤
傳
信

に
て
荷
物
等
御

尋
に
候
得
共
、
人
名
九

十

七

人

の

内
、
御

三
人

よ
り
助
り
候
次
第
、
御
手
紙
壹
通
も
揚
不
申
候
間
右
の
段
奉
申
上

候
。
扨

々
右
吉

田
様
御
親
類
方
、
并
井
上
樣
、
佐
倉
樣
各
樣
え
も
宜
敷
奉
申
上

候
。
私

し
義
小

田
樣

と
日
々
御
待
申
上
げ
佛
英
ア
メ
リ
ヵ
三
國
之
船
、
入
舟
候

と
時

々
出
向
參

り
、

日
々
御
歸

り
を
御
待
申
居
候
處
、
右
之
仕
合
、
申
上
様
も

無
御
座
候
。
呉

々
供
養
致
候
外
致
方
無
御
座
候
間
、
右
御
察
被
成

下
候
。
早

々

三
月
卅

一
日
夜
認

メ

西
村
新
七

京
都
府
御
役
人
衆
中
樣

井
上
様

佐
倉
様

吉

田
様
御
親
類
中
樣
」

こ
の
書
面

に
よ
る
と
、

二
ー

ル
号

の
乗
船
者
が
九
十
七
人
い
て
、

そ
の
う
ち

四
名
が
岸

辺
に
た
ど
り
着

い
た
が
、

一
名
死

に
、
生
残
者

わ
ず

か
に
三
名
だ

っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、

三
月

三
十

日

「
横
濱
出
張
天
主
堂
」

つ
ま
り
横
浜

の
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会

で
法
要

が
営

ま
れ
た
こ
と
も

あ
き
ら

か
に
さ

れ
て
い
る
。

そ

の
法
要
に
西
村
新

七
は
小
田
某

と
参

列
し
て
い
た
と
い
う

の
で
あ

る
。

ニ
ー
ル
号
遭
難
碑

の
苔
む
す
ば

か
り

の
石
碑
を
前

に
し
て
、
私
は
リ

ッ
シ

ォ

ー

二
の
死

と
と
も

に
、
西
陣

の
織
工

・
吉

田
忠
七

の
最
期
を
思

い
、

し
ば

し
、

そ

の
冥
福
を
祈

っ
た
、
日
本

の
近
代
化

に
貢
献

さ
せ
ら
れ
た
無
名

の
人
び

と
の

死
、
そ

の
意

味
を
十
分

に
考

え
な
く

て
は
な
ら
ぬ
義
務

が
あ

る
よ
う
に
思

い
な

が
ら
。

(
一
九
七
七
年
七
月
)

一23一


